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ダイズ の 生 育 ・ 体内成分に及ぼ す

　　　　窒素の施肥法の影響
＊

浅沼興
…郎 ・木暮　秩 ・井之川 育篤

＊ ＊ ・大内浩司
＊ ＊ ＊

　　　　　　　　　　（香川 大学農学部）

　ダイズ は生 育 ・子実生産 に必要な窒素 の 要求量が 多い に も関わ らず，基肥 と して の 窒素に対する反

応性 は低 い とされ て い る
1 ・618 ）

。こ れ は根粒菌が 固定する 窒素 を利用する こ とな ど
1 ’S ）

に基づ い て

い て ，ダイズが複雑 な窒素代謝の 経路 を有 して い る こ とがその原因に な っ て い る もの と思 われ る 。 そ

の た め
， 従来 か ら多くの 施肥に関す る試験が行われて きて い るが

1 ’5 ’6 −7 ・8 〕
，現在 まで に必ず しも

一定 の 傾 向が 把握 され て い る と は 言 い 難 い 状況で ある 。 と くに暖地の ダイズ栽培 に おける施肥の 基準

につ い て は，未だ に 不明の 部分が多い 。

　そ こ で 本研究で は
， 暖地 の ダイズ栽培 にお ける窒素施肥基準 を明 らかにするための基礎 的知見 を得

る 目的で
， 硫安を用 い る場合の施用時期 。 及び緩効性窒素肥料を利用する可能性につ い て 検討 した 。

そ の 結 果，若干の知見が得 られた の で こ こ に報告 し，今後の 施肥基準策定に対する
一

つ の 基礎資料 と

した い
。

　材料 と方法

　供試品種 と して は エ ン レ イを用 い ， 7 月 16日 に播種 した 。 栽植密度は 畦幅50cm
， 株間 25cmとした 。

リ ン 酸及び カ リ肥料に つ い て は ，全 て の 区に対 して 等 しい 量 を播種前に基肥 として与えた 。 そ して硫

安の 施肥 方法 は第 1表 （1）に示 す 4 区を設定 した 。 また緩効性窒素肥料 として は窒素31．5％ を含む

IB 化成
2 ＞

を用 い ，第 1表 （ll）に示 した 4 区を設定 した 。

　生育調査は 合計 5 回行 い
， 圃場 よ り生 育中庸 な 5個体を掘 り取 っ て 一般生育調査 を行 っ た後 ， 各器

官毎に 乾物重 を測定 した。また，全窒素の 定量 はケ ル ダール 法に よ っ て行 っ た 。

結果 と考察

1．硫安の 施用時期の 影響

始め に 生育の 概況に つ い て述 べ る と，播種期が 7 月 16日 と遅か っ た こ と もあ り， 全般に生育量 とし

　 ＊　第24回
’
講演会 （昭和62年11月）に お い て 発表。

＊ ＊　現在 ， 香川 県綾歌農業改良普及所

＊ ＊ ＊　現在，広島統計情報事務所木江出張所
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第 1表　試験区の設定

揺
　 　 　 　 T2

　 　 　 　 　 窒素 施 用量
施肥 月 日
　　　　　 （kg／10a）

［

Tl ＋ 2N1N2Il12

　 7．15　 　 　 　 　 1．1

　 8．18　　　　　 1．1

　 9．9　 　 　 　 　 ユ．1

8．18十 9．9　　　0．55−十一〇．55

　 7．15　　　　　 ユ．1

　 7．15　　 　　 　 2．2

　 7 ．15　 　　 　 　 1．1

　 7，15　　 　　 　　 2．2

注 ：全 区 と も P205 ；5，6，　 KuO ；5．6（kg／工Oa）を 7 月

　 15日に施用

全
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　第 1図　全乾物重の 推移 （1）
　 （注 ）　1　：8 月 7 日　　H　； 8月 18日

　　　皿 19 月 9 日　w ； 9月29日
　 　 　 V ：IO月 18日

　　 （以下 第 2 ，4 お よび 5 図同 じ）

て は小 さめに経過 して い た 。 第 1 図 には乾物重 の 推移を示 したが ， 全量基肥 と して与 えた B 区で は子

実充実期 に最大 とな り，成熟期にか けて は，落葉等によ りやや減少 した 。 T1 区及び T1 ＋ 2 区で は B

区と同様の 推移 を示 したが ， 前者で 低 く，後者で は高 く推移 して い た 。

一方，T2 区で はやや様相 を

異に し，成熟期 まで増加 した 。 T1 区で B 区 よ りも低 い 値を示 した の は，こ の 施肥 の 時期の 天候が 晴

天続 きで 降水が ほ とん どなか っ たた め
， 肥料の 濃度障害が み られた こ と に よ る もの と考えられ る 。 し

か し， T ユ ＋ 2 区で 障害がみ られ なか っ た の は
， 窒素の施用量が 同時期 に施用 したT1 区の半量で あ っ

た こ とか ら，土 壌中に お ける濃度が Tl 区の 場合ほ ど高 くは な く， その た め，乾物生 産に と っ て最 も

好適な条件が与え られ たため と思わ れる
3 冒4 ＞

。

　次 に，第 2 図に葉，茎，及び子実に おける窒素含有量の 推移を示 した 。 これに よ る と
， まず葉で は

各区 とも窒素含有率が生育の 初期 に高 く，後期 に低 くな り，また区間差は小 さか っ たた め，含有量 は

莢伸長肥 大期 に最大 とな っ て，葉 の乾物重の 推移 と類似 した 。 茎で は T1 区以外の各区で 成熟期に含

有率が高 くな りその ためそれ らの 各区で は成熟期に含有量が 増加 した
8 〕

。

　さ らに，収量及び収量構成要素に つ い て は第 3 図に示 したが，これ ら の成績か らみ る と，開花初期
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第 3図　収量 お よび収量構成要素 （1）
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第 4 図　全乾物重 の推移 （R）

の 施用は爽数を多くし，莢伸長肥大期の 施用 は子実数を多 くする効果の ある こ とが 推察 され た
6 ）

。

H ．緩効性窒素肥料の 影響

　 は じめ に t 窒素 と して標準量 を与えた N1 区 と 11 区 とを比 較 してみ る と，緩効性窒素肥料 は硫安

に 比べ ，明 らか に肥効が遅 か っ た
2 ）

。 こ の こ とは 乾物重 ， 各器官の 窒素含有量にお ける顕著な差異

か ら も窺わ れる とこ ろで ある 。 即 ち， 第 4 図で示 した よ うに
， 乾物重 は N1 区で早 くから増加 し， 子

実充 実期に 最大 とな り， 以 後早 く低下 したの に対 し， Il 区で は初期 の増加速度 は小 さい もの の ，成

．
熟期 まで増加 を続けた。また葉の乾物重 は こ れ らの 2 区の 問で大差な く推移 したの に対 し， 窒 素含有

率は 11 区 で N1 区 よ り高 く推移 して お り，そ の 結果 ， 第 5 図 に示 した よ うな成績が 得られ た 。 茎 の

窒素含有量 は こ れ らの 2 区 の 間で大差な く推移 して い たが，こ れ は概 して茎乾物重で Nl 区の 方が高

く，窒素含有率で 11 区 の 方が 高くな っ て い た こ と に よる もの で あ っ た 。 また
， 子実の 窒素含有量は

第 5図 に示 したが t 乾物重 の成績 とよ く
一

致 して い た。収量及び収量構成要素は 第 6 図 に 示 した通 り，

11 区で は Nl 区に 比べ て莢数及び子実数が多 くな り，そ の結果，子実収量 は増加 した 。

　 以上 に対 し，窒素 として 倍量 を施 し た場合 に は
， 硫安倍量の N2 区で 肥料の 濃度障害がみ られ，初
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　第 6 図　収量お よび収量構成要素（H）
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期生 育が著し く遅 れ た 。 また
， 後期の

生育 は極めて旺盛で あ っ たため，第 4 ，

5 図で 明 らか な よ うに前半 は 12 区

で ，後半は N2 区で 乾物重 ， 窒素含有

量が 高い 値を示して い た。こ れは硫安

施用で はダイズ に よる吸収 によ っ て土

壌中の 窒素濃度が次第に低 くなる の に

対 し， 緩効性窒素肥料で は 次第に 有効

化 した窒 素成分が 土 壌 中に増加 して

2 ）
，後期 に お ける根粒の窒素固定 阻

害が み られ たた め で は ない か と推察 され た
⊥ ’5 ＞

。 事実 ， 登 熟期 における根粒の 着生 状況は明 らか に

12 区 で 劣 っ て い た 。 そ の 結果 ， 第 6 図で み られ る よ うに ， 莢数 ， 子実数が N2 区で 12 区よ り著 し

く多く，収量 も多くな っ た。これ らの こ とから，ダイズ の子実生 産を効率的に行わせ るため に は
， 肥

料の 種類 に応 じた好適な施用量が存在する こ とが示 唆され た 。

　以上 の 結果 をま とめ る と
，

窒素肥 料と して 速効性肥料 を用 い る 場合に は分施する の が望 まし く，ま

た緩効性窒素肥料 を用 い る場合 に はあ ま り多 く施用 しな い の が 良い 結果 をもた らす もの と推察 され

た 。

　一
方，硫安を基 肥 と して倍量 施用 した N2 区で も高 い 収量が得 られ，ダイズ の 子実生産に対する後

期生 育時の 窒素養分の 重 要性が認識 され た
1 ・6 ・8 ）

。 こ れ らの こ とか ら今後 ， さらに窒素固定 と の 関

連や ，分施する場合の 最適施用量 の 問題，播種期や品種との相互作用な どに つ い て も検討する必要が

あると考え られ る 。
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